
事業評価の概要について 

 

１ 事業評価とは 

国の補助事業である地域公共交通確保維持改善事業を活用した事業について、次年度 

ないし将来の事業をより効果的・効率的に実施するために事業の実施状況等を振り返り 

評価することをいいます。 

糸魚川市が今年度、地域公共交通網形成計画を策定するにあたり、当協議会が計画（案） 

を作成しており、地域公共交通確保維持改善事業（地域公共交通調査事業）を活用して 

取り組んでいることから、この事業について事業評価を行います。 

※根拠法令等 地域公共交通確保維持改善事業補助金交付要綱第３条第５項及び実施要領 

 

２ 事業評価の流れ 

 

事業実施 

地域公共交通網形成計画(案)の作成 

（実施期間 平成 28 年４月 13 日～29年３月下旬） 

 

 

事業評価（自己評価＝１次評価） 

協議会が自ら評価を実施し、事業実施状況の確認 

や改善点の把握を行う。 

（国への提出期限 平成 29 年１月 13日） 

 

 

                   協議会においてホームページ等 

により速やかに公表する。 

 

事業評価（２次評価） 

各地方運輸局等に設置された第三者評価委員会に 

おいて、一次評価の結果に対し、客観性・妥当性 

の検証及び今後に向けてのアドバイスを受ける。 

 

 

次の計画や事業への反映 

一次評価及び二次評価の結果を今後の地域の取組 

へ反映させる。 

 

３ 事業評価対象事業とその内容 

   事業：地域公共交通調査事業（計画策定事業） 

内容：糸魚川市地域公共交通網形成計画策定に係る調査業務 

      ※第３回協議会までの進捗について記述しています。 
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